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　賃貸業界はＶＲ（仮想現実）
やＡＩ（人工知能）を活用し
た不動産テックの登場で、新
たな貸し方・借り方に変化し
ている。年の賃貸業界を
記者が予測する。

　年の年頭に当たり、業界各社トップの今後の展
望や取り組みを聞く。

　平成年度税制改正大綱が昨年月日に閣議決定
した。社団法人化の相続対策にメスが入り、相続税の
納税に猶予を与える特例が設けられる。この中で家主
に影響すると考えられる大きな項目５つをまとめた。

　民泊転賃可能物件ポータルサイト『民泊物件.com』
を運営するスペースエージェントは、合法の民泊・宿
泊施設へのブランド付与サービスに着手する。第１号
案件は東京・押上で３月中に稼動の予定。

　大手ポータルサイト『ＳＵＵＭＯ』でＤＩＹ可能賃
貸住宅の入居者を募集する社会実験を開始した。どれ
だけ消費者からの反響があるのか観測していく。

全国賃貸住宅新聞（１） 第号



平成２年９月７日第三種郵便物認可．．

年１・No.

イタンジ
（東京都港区）
伊藤嘉盛ＣＥＯ（）

　
家
賃
債
務
保
証
業
者
登
録
制
度
が
つ
い
に
始
動
し
た
。
国
土
交
通
省
は
、
家
賃
債
務

保
証
業
者
と
し
て

社
が
登
録
し
た
こ
と
を

年

月
に
発
表
。
改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
法
が

年

月
に
施
行
し
た
の
と
同
時
に
同
登
録
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
高

齢
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
が
進
む
中
で
、
個
人
に
よ
る
連
帯
保
証
で
は
な
く
、
保
証
会

社
に
よ
る
機
関
保
証
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　概要
・家賃債務保証業を適正かつ確実に実
施することができる者として一定の
要件を満たす家賃債務保証業者を国
に登録

・任意の登録制度で５年ごとの更新制
　登録基準
・安定的に業務を運営するための財産
的基礎（純資産額万円以上）

・業務基準を規定した内部規則・組織
体制の整備

　メリット
・専用住宅に低額所得者が入居する場
合、登録業者の利用で家賃債務保証
料を一定額補助

　
レ
オ
パ
レ
ス

（
東
京
都

中
野
区
）
は
、
１
月
か
ら
不

動
産
の
小
口
化
商
品
の
運
用

を
開
始
し
た
。
不
動
産
特
定

共
同
事
業
（
以
下
、
不
特
事

業
）
の
許
可
を
２
０
１
７
年


月
に
受
け
、
同
社
が
開
発

し
た
都
内
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
２
棟
を
対
象
に
、
任
意
組

合
を
組
成
し
た
。

　
第
１
号
は
東
京
都
の
文
京

区
と
港
区
に
建
つ
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
２
棟
で
組
合
を
組

成
。
一
口
１
０
０
万
円
単
位

で
、
最
低
出
資
額
は
５
０
０

万
円
だ
。
運
用
期
間
は

年

間
と
長
期
で
、年
に
２
回
、収

益
分
配
金
が
発
生
す
る
。
分

配
利
回
り
は
表
面
で
３
％
。

募
集
総
額

億
６
０
０
０
万

円
分
は
２
カ
月
で
集
ま
っ

た
。

　
購
入
し
た
の
は
主
に
同
社

の
管
理
物
件
オ
ー
ナ
ー
だ
。

不
特
事
業
の
任
意
組
合
で

は
、
出
資
者
の
持
ち
分
は
不

動
産
の
扱
い
に
な
り
、
相
続

が
発
生
し
た
時
に
現
金
よ
り

も
相
続
税
の
圧
縮
効
果
が
あ

る
。
複
数
口
を
相
続
予
定
者

に
分
け
や
す
い
の
も
メ
リ
ッ

ト
だ
。
同
社
は
全
国
に
２
万

７
０
０
０
人
い
る
オ
ー
ナ
ー

向
け
に
、
資
産
コ
ン
サ
ル
な

ど
の
『
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
サ

ポ
ー
ト
』
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
そ
の
中
の
資
産

運
用
・
節
税
商
品
と
し
て
提

案
し
て
い
く
。
小
口

化
商
品
対
象
の
賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
を
『
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
（
ラ
ビ

エ
）
』
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
開
発
を
進
め
、

東
京
・
銀
座
で
も
１

月
に
新
築
が
完
成
す

る
予
定
だ
。
今
後
は

同
水
準
の
利
回
り
を

目
安
に
、
案
件
を
開

発
し
て
い
く
。

　
不
動
産
会
社
向
け
Ｉ
Ｔ
サ

ー
ビ
ス
の
イ
タ
ン
ジ
（
東
京

都
港
区
）
は

日
、
仮
想
通

貨
で
投
資
用
不
動
産
の
売
買

を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
業
界
で

初
め
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
で
売
買
が
で
き

る
案
件
を
紹
介
す
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
『
Ｈ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ｉ

Ｎ
　
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
（
ヘ
ヤ
ジ
ン

コ
イ
ン
）
』
の
運
営
を
開
始

し
た
。

日
時
点
で

物
件

を
掲
載
。
９
月
ま
で
に
１
０

０
０
件
の
掲
載
、
取
引
数
３

０
０
件
を
見
込
む
。
利
用
前

提
は
買
い
主
・
売
り
主
が
と

も
に
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
口
座

を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
２
０
１

７
年
１
年
間
で

倍
に
高
騰

し
て
お
り
、
市
場
規
模
も
急

拡
大
。
値
上
が
り
に
よ
る
利

益
を
不
動
産
投
資
に
振
り
向

け
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
み
て

同
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
た
。

　
既
存
の
取
引
と
異
な
る
の

は
決
済
だ
。
イ
タ
ン
ジ
が
、

ビ
ッ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
仮

想
通
貨
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
会
社
を
売
り
主
・
買

い
主
に
紹
介
し
、
ビ
ッ
ト
コ

イ
ン
に
よ
る
支
払
い
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
。
伊
藤
嘉
盛
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
「
今
後
は
、
仮
想
通
貨

を
使
っ
た
新
た
な
不
動
産
の

証
券
化
市
場
を
作
っ
て
い
き

た
い
。
Ｊ
リ
ー
ト
の
私
家
版

の
よ
う
な
形
で
、
投
資
家
の

安
全
性
を
担
保
し
つ
つ
、
小

口
で
収
益
不
動
産
を
仮
想
通

貨
で
売
り
買
い
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
た
い
。
今
回
の
サ

ー
ビ
ス
は
、
そ
の
た
め
の
顧

客
開
拓
の
一
環
」
と
語
る
。

　
家
賃
債
務
保
証
業
者
と
し

て
登
録
が
認
め
ら
れ
た
の

は
、
上
場
し
て
い
る
あ
ん
し

ん
保
証（
東
京
都
中
央
区
）、

ジ
ェ
イ
リ
ー
ス（
大
分
市
）、

Ｃ
ａ
ｓ
ａ
（
カ
ー
サ

東
京

都
新
宿
区
）の
３
社
を
含
め
、


社
。
１
月

日
に
は
数
が

増
え

社
と
な
っ
た
。
日
本

賃
貸
保
証
や
イ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
申
請
中
だ
と
い
う
。
保
証

大
手
は
軒
並
み
登
録
す
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
国
交
省
住
宅
局
安
心
居
住

推
進
課
の
担
当
者
は
「
こ
れ

ま
で
保
証
会
社
の
立
場
を
明

確
に
す
る
制
度
は
な
か
っ

た
。
今
回
の
登
録
制
度
は
公

的
な
お
墨
付
き
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
」
と
話
す
。

　
国
交
省
の
調
査
に
よ
る
と

家
賃
債
務
保
証
業
者
は
全
国

で
２
０
０
社
ほ
ど
。
そ
の
う

ち
、
実
働
し
て
い
る
企
業
数

は
そ
れ
よ
り
も
少
な
く
な
る

と
み
て
お
り
、
今
回
の
登
録

業
者
だ
け
で
も
市
場
占
有
率

を
大
き
く
カ
バ
ー
す
る
と
推

測
す
る
。

　

年

月

日
に
施
行
さ

れ
た
改
正
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
法
で
は
、
住
宅
確
保

要
配
慮
者
の
み
を
受
け
入
れ

る
専
用
住
宅
の
契
約
者
に
対

し
て
は
、
登
録
保
証
会
社
の

利
用
に
対
し
初
回
契
約
料
を

最
大
６
万
円
の
補
助
を
受
け

ら
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
や
低

所
得
者
の
保
証
会
社
利
用

を
、
国
と
都
道
府
県
が
推
進

す
る
形
だ
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
賃
貸

住
宅
管
理
協
会
（
以
下
、
日

管
協

東
京
都
千
代
田
区
）

に
よ
る
と
、
民
間
賃
貸
住
宅

に
お
け
る
保
証
会
社
の
利
用

率
は
、
２
０
１
０
年
の

％

か
ら
、
年

％
、
年
に


％
と
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

年
に
は
民
法
改
正
に
よ

り
、
賃
貸
借
契
約
書
へ
の
連

帯
保
証
極
度
額
の
明
記
が
必

須
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
連

帯
保
証
人
を
付
け
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
、
個
人
の
保
証

か
ら
、
企
業
に
よ
る
機
関
保

証
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む
可
能

性
が
高
い
と
国
交
省
担
当
者

は
語
る
。

　
登
録
基
準
は
、
資
本
金
と

利
益
剰
余
金
を
含
め
１
０
０

０
万
円
以
上
の
純
資
産
が
あ

る
こ
と
が
条
件
の
一
つ
と
な

る
。
登
録
業
者
は
、
毎
年
会

社
の
決
算
を
国
に
提
出
し
、

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
に
は
登
録
が
取
り
消
さ

れ
、
５
年
間
は
再
登
録
が
で

き
な
い
。
保
証
会
社
の
経
営

健
全
性
を
見
る
一
つ
の
目
安

に
な
る
。

　
賃
貸
業
界
か
ら
は
、
同
登

録
制
度
を
前
向
き
に
と
ら
え

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
日

管
協
の
末
永
照
雄
会
長
は

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

登
録
住
宅
普
及
に
は
、
家
賃

債
務
保
証
制
度
は
必
要
不
可

欠
。
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
応
援
し
、
拡
充
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

１
万
１
０
０
０
戸
を
管
理
す

る
イ
チ
イ（
東
京
都
新
宿
区
）

の
荻
野
政
男
社
長
は
「
業
界

の
信
用
を
下
げ
な
い
た
め
に

必
要
な
制
度
だ
」
と
話
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
さ

ら
に
家
賃
債
務
保
証
ビ
ジ
ネ

ス
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

長
期
に
わ
た
っ
て
顧
客
を
支

え
て
い
け
る
経
営
基
盤
が
保

証
会
社
に
求
め
ら
れ
る
。

あんしん保証
（東京都中央区）
雨坂甲社長（）

ジェイリース
（大分市）
中島拓社長（）

　
本
登
録
制
度
に
つ
い
て
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
と
っ
て
は
選
択
肢
が

増
え
た
こ
と
、
家
賃
債
務
保
証
会
社

を
利
用
す
る
不
動
産
会
社
や
入
居
者

に
と
っ
て
は
登
録
業
者
で
あ
れ
ば
一

定
の
安
心
感
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
業

界
に
と
っ
て
は
業
界
の
存
在
が
法
的

に
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
非

常
に
意
義
深
い
制
度
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
本
制
度
を
活
用
し
つ
つ
、

今
後
一
層
、
認
知
さ
れ
、
選
ば
れ
る

家
賃
債
務
保
証
会
社
に
な
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

全保連
（沖縄県那覇市）
迫幸治社長（）

　
登
録
企
業
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
順
守
、
健
全
な
財
務
基
盤
が
求

め
ら
れ
る
。
安
心
し
て
保
証
を
任
せ

ら
れ
る
企
業
が
明
確
に
な
り
、
業
界

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
と
期
待

し
て
お
り
、
将
来
的
に
登
録
は
必
須

に
す
べ
き
。
本
制
度
に
よ
り
業
界
の

健
全
化
が
進
み
、
登
録
企
業
へ
の
市

場
ニ
ー
ズ
は
高
ま
り
、
民
法
改
正
の

施
行
と
相
ま
っ
て
、
人
的
保
証
か
ら

機
関
保
証
へ
の
流
れ
が
加
速
す
る
。

そ
の
中
核
企
業
と
な
る
べ
く
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

日
本
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

（
東
京
都
港
区
）

清
水
信
社
長（

）

　
利
用
者
に
と
っ
て
事
業
者
の
信
頼

性
、
安
全
性
を
判
断
す
る
指
標
が
示

さ
れ
た
事
は
、
業
界
全
体
が
今
後
さ

ら
に
健
全
な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に

大
き
な
意
味
を
持
つ
。
利
用
者
が
自

ら
検
討
し
選
択
し
た
家
賃
債
務
保
証

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
契

約
手
続
き
の
利
便
性
向
上
な
ど
環
境

の
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
積

極
的
に
情
報
を
発
信
し
、
利
用
者
か

ら
選
ば
れ
る
事
業
者
を
目
指
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　
本
登
録
制
度
は
、
業
界
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
変
え
る
良
い

制
度
だ
と
考
え
る
。
家
賃
債
務
保
証

ビ
ジ
ネ
ス
は
、
滞
納
処
理
だ
け
に
は

と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
よ
う
変
化
す
る

と
捉
え
て
い
る
。

　
当
社
は
ど
ん
な
場
合
に
も
途
切
れ

な
い
収
納
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
賃
料

の
枠
を
超
え
て
各
種
支
払
い
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
そ
れ
を

業
界
の
主
流
に
し
た
い
。
競
争
環
境

が
変
わ
る
中
で
、
常
に
顧
客
の
期
待

に
応
え
て
い
く
。


